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１．はじめに 
平成２０年に行われた学習指導要領の改訂により、各教科で「言語活動の充実」が強調されるように
なった
３）
。高橋は、「身体活動を中心にして行われる体育学習においても、思考・判断し表現する言語活
動が重要な役割を果たしている。」
６）
と体育科における言語活動の重要さについて述べている。 
しかし、この「言語活動の充実」の強調によって、実際の体育授業においても話し合いなどの活動が
取り入れられているが、そこでは体育の本質に結びつく話し合いが行われていない場合もあるとされて
いる
４）
。これでは、どれだけ言語活動が活発に行われても、真の体育学習は成立しない。では、体育で本
当に学ばなくてはならないものは何なのだろうか。 
吉田は、体育や音楽、図工などの「技能教科」について、「『技能教科』としての本来の学習は、技能
の習得にあることは言うまでもない。」
７）
と述べており、体育科における技能習得の学習の重要さについ
て強調している。体育学習において、「言語活動の充実」はもちろん重要ではあるが、体育で最も重要視
しなくてはならないものは、あくまでも「技能の習得」なのである。 
これらを踏まえた上で体育授業を考えると、「言語活動」、すなわち、「言語的コミュニケーション」が、
「技能」をより効果的に習得するために有効に使われるといった授業が理想的である。そして、そのよ
うな授業を行う手立てとして、適切な教材の導入が効果的であると考えられる。もし仮に、技能の習得
を目指しながら、自然発生的に子ども同士の言語的コミュニケーションが生まれるといった教材が存在
するなら、「技能の習得」と「言語活動」を両立させた授業を行うことが可能になるのではないだろうか。 
そこで、本研究では、そのような授業を行うための適切な教材となり得る「連鎖交互とび」という運
動に注目したい。その理由は、連鎖交互とびは仲間と関わって初めて行うことのできる運動であり、技
能の習得には実施者同士による言語的なコミュニケーションが重要である
５）
という報告がされているか
らである。しかし、実際には連鎖交互とびの技能の習得と言語的コミュニケーションの関係性について
の研究はなされていない。そこで、他の運動と連鎖交互とびの言語的コミュニケーションの内容を比較
することによって、その関係性に関する特性について明らかにすることを目的とした。 
 
２．「教え合い」について 
「言語活動の充実」が強調され、体育授業においても話し合いや教え合いといった活動が多く取り入
れられているが
４）
、本来「技能の習得」に結び付いているはずの「教え合い」という活動では実際に技能
と結び付いたやりとりが行われているのだろうか。ここでは「教え合い」について考えることとする。 
まず、「教える」ということであるが、運動学の立場からは「教える」ためには原則的にはその運動の
技能を習得していなければ難しいとされている。さらに、「教える」ためにはその運動についての知識や、
「運動観察力」、「運動共感能力」が必要であるとされている
１）２）
。 
つまり、その運動の技能を習得した者を「できる」、まだ技能を習得していない者を「できない」とす
ると、「教える」という行為は、「できる」から「できない」への一方通行でしかあり得ないということ
になる。さらに、この運動学の立場から言えば、技能を習得していない「できない―できない」同士に
この「教え合い」を成立させることは、不可能に近いと言っても過言ではないと言えるだろう。 
 以上より、「できない」者が主役である学校体育において「教え合い」を行うことは難しいと考えられ
る。しかし、本研究で扱う「連鎖交互とび」という運動は、「教え合い」を起こす特性を持った運動であ
る可能性がある。その理由は、連鎖交互とびは複数で行うなわとび運動の一種であり、実施者同士がな
わを介してつながっているため、技能の習得には技術的内容の言語的コミュニケーションが必要不可欠
といった、双方の密接な関係が考えられるからである。もし、この運動が「教え合い」を起こすことが
可能であれば、この運動は現在の学校体育における問題点に対処できる教材となるのではないだろうか。 
 
３．研究目的 
 本研究では、小学生を対象に連鎖交互とびとソフトバレーの授業での技能の習得過程における言語的
コミュニケーションの内容を比較することによって、連鎖交互とびの技能の習得と言語的コミュニケー
ションの関係性を明らかにすることを目的とする。 
 
４．比較対象としたソフトバレーについて 
連鎖交互とびの技能の習得と言語的コミュニケーションの関係性を明らかにするためには、同じよう
に集団で技能を高め合い、技能の習得のための言語的コミュニケーションが活発に生まれると予想され
る運動種目と比較を行うことが望ましいと考えた。そこで、仲間とボールを落とさずにつなぎ合う、と
いった特性を持ち、高い前提技能を必要としないソフトバレーを比較対象とした。 
 さらに、ソフトバレーにおいて、連鎖交互とびと対応させるために、人数を２人に絞り、達成目標を
「三段攻撃」に限定した。このように条件を設定すれば、運動中の学習者の役割が明確になり、技術的
な言語的コミュニケーションも活発に生まれると考えた。そこで、本研究では、２人で三段攻撃の技能
を高めることを重視した、三段攻撃を 1 プレーのみ行う「三段攻撃基礎ゲーム」を行うこととした。 
 
５．方法 
（１）実験の概要 
 小学生を対象に連鎖交互とびとソフトバレーの授業を行い、双方の授業において発生する言語的コミ
ュニケーションの内容について調査を行った。また、実験協力者の技能の習得過程における会話や様子
を IC レコーダーとビデオカメラによって録音・撮影し、言語的コミュニケーションの内容を調査した。 
 
（２）対象と手続き 
本実験は平成２４年６月８日～７月１７日の期間中、富山県 O 市立 I 小学校６年３組（男子１８名、
女子１６名、計３４名）を対象として行い、そのうち２ペア（計４名）を実験協力者とした。 
なお、本実験は対象とする小学校の校長、対象学級の担任に承諾を得た上で行った。 
 
（３）実験内容 
 実験の流れは表１の通りであり、双方の授業を対応させて行った。 
表１ 実験の流れ               
 
時数 ＜連鎖交互とび＞ ＜ソフトバレー＞
第１次 １～２
第２次 ３～６
第３次 ７～８
試行期間
２人ペアでの活動
３，４人グループでの活動
 なお、表１の流れで行った実験のうち、第２次の２人ペアでの活動を考察対象とした。第 2 次で行っ
た内容と達成目標は表２の通りであった。なお、達成目標に達した時を技能習得時とした。 
表２ 第２次の内容と達成目標 
 
 
（４）分析方法 
 分析は連鎖交互とび、ソフトバレーの双方の授業において生まれた実験協力者の言語的コミュニケー
ションの内容を、映像を参考にしながら採取した音声を読み起こすことで記述し、それらを A「技術的
内容」、B「方法的内容」、C「情緒的内容」、D「その他」の４つに分類することによって行い、双方にお
ける言語的コミュニケーションの内容を比較した。なお、A に関しては、自分のペアの実施に対するも
のを A－１、他のペアの実施に対するものを A－２として分類した。 
 
６．結果と考察 
（１）技能習得前における言語的コミュニケーションの分析 
図１は、技能の習得時を基準として、双方の授業におけるペア A の技能習得前（約２分間）の言語的
コミュニケーションを記述し、分類した結果を比較した結果である。また、技能の習得時を揃えるため
に、時間の表示を技能の習得時を０分００秒として実線で示し、習得の２分前を－２分００秒とした。 
  
 
図１ ペア A：技能習得前（連鎖交互とび 3 時間目、ソフトバレー5 時間目） 
　　 ＜連鎖交互とび＞ ＜ソフトバレー＞
第２次の内容 連鎖交互とびの練習 三段攻撃基礎ゲーム
達成目標 連鎖交互とび（２０回連続） 三段攻撃（５回連続成功）
連鎖交互とび３時間目＜ペアA＞　６月１３日 技能習得前
分 秒 番号 A：男子（Ｔ） A:女子（Ｍ） 備考
-2 8 1 試技①
2
3 １，２、トントン、、、
4 うまく交互に回る
5 あれ？
6 めっちゃ一緒じゃなかったー？今
7 うそーわからん
8 まあまあ一緒
9 わかった、おれ、、、
10 ちょまって
11 もわからーん
-1 53 12 試技②
13
14 １，２トントン
15
16 え一緒やった
17
-1 31 18 試技③
19
20
21 あー７回しか
22 あーもうだめやもうー
23 でも最高で
24 全体の流れ
25 え？
-1 14 26 試技④
27
28 １，２トントン
29 ９，１０，１１，１２、、、、
30
31 同じやー！
32 １４！
33 なんでー！
34 ちがう同じやったよー
35 同じやったけー
36 最初ちがったけど次、、、
37 あ、もうちょいこっちいこ！
38 あっつー！
- 52 39 試技⑤
40
41 トントントントン
42
43 なんかどんどんはなれてってない？
44 おれら今何回か数えとったけ？
45 ちょもうちょいあっち
46 あついこれこれぬぎたい！
47 ぬぎたっ！
48 あっつ！
49 のみたい！
50 回数目指そ回数！
- 15 51 試技⑥
52
53 ３，４，５，６，７，８，９，１０、、、、、
0 0 54 技能の習得
55 ２１回！？
56 ２１回！？
(回数に挑戦)
(回数に挑戦)
いっせのーで
（教師：よくなわ見てるわ！）
（１１回成功）
いっせのーで
（完全に交互ではないが１４回成功）
（２３回成功）
（１４回成功）
（回数に挑戦）
（７回成功、後半同時とび）
いっせのーで
＜課題未達成でも自由にとぶ＞
いっせのーで
（後半同時とびになるが１４回成功）
(回数に挑戦)
(回数に挑戦)
いっせのーで
いっせのーで
(回数に挑戦)
ソフトバレー５時間目＜ペアＡ＞ 　７月５日　技能習得前
分 秒 回数 Ａ：男子（Ｔ） Ａ：女子（Ｍ） 備考
-1 47 1 試技①
2 （レシーブをあげる）
3 （トスをあげる）
4 （スパイクを打つ）
5 （スパイク成功）
6 えー入ったー？
7 （相手：入った入った！）
-1 39 8
9 おーやばい！これは同点のパターンか？ おーやばい！
10 同点や！ 同点や同点！
11 今７対７！
12 へいへいへい！
13 （相手：ねー、１０対１０めざそー）
14 え、え、今やったらさー
15 ならんよだって１なっとっもん
16 へい！
17 はい
18 うふふ
19 （友達の名前）いくよー （相手の試技①）
20 本気で本気で！
-1 16 21 （サーブを打つ）
22 おっ！
23
24 あはははは
25 あははは
26 ははは
27 まあまあどんまいってことで
28 はははははは
29 Ｔ失礼笑いすぎ
30 失礼すぎやよー
31 へい！こっちボール！
32 え、次こっちやろ？
33 （相手：違うよ）
34 二回やらんなん二回やらんなん
35 あと一回あと一回
36 だってかっこつけて、、、
37 わかったから早くー
38 （サーブを打つ、２回目） （相手の試技①－２）
39 今のなし今のなし！
40 へたくそやったから今のなし！
41 今の無理やったからもいっかい！
- 36 42 （サーブ打つ） （相手、やりなおし）
43 （相手スパイク、成功）
44
45 よーし！ナイス！ おーナイス！
46 さいこー！
47 （相手：これで１にしてよ！）
48 だーめ無理無理無理！
49 よーし！おれらが決めれば勝ちか！
50 勝ちたいな！ 無理ですねそれは
51 勝ちたいし！
52 勝ちたい！
53 練習やからね！
54 そーそー練習やからね！
- 17 55 試技②
56 （レシーブ、失敗）
57 わー！
58 最悪や！
59 最悪！
60 （相手：やったー！）
- 4 61 へい！ 試技②－２
62
63 （レシーブをあげる）
64 （トスをあげる）
65 いけ！
66 （スパイクを打つ）
0 0 67 （スパイク成功） 技能の習得
68 いえーい！
69 いえーい！
70 同点同点！
71 やったー！
72 ８対８！
73 おー！
74 高得点で同点！
（相手からのサーブ）
（相手からのサーブ、２回目）
いえーい！（ハイタッチをする）
（相手失敗）
（相手からのサーブ）
A-1 A-2 B     C         D
 図 1 より、ペア A の技能習得前の双方の授業における言語的コミュニケーションは、２分間において
どちらも活発に行われている様子がうかがわれる。しかし、その言語的コミュニケーションの内訳は、
連鎖交互とびとソフトバレーでは大きく違っている。連鎖交互とびでは主に A－１が、ソフトバレーで
は B が顕著であることが読み取れる。 
 また、連鎖交互とびの A－１の内容については、「３３：ちがう同じやったよー」、「３４：同じやった
けー（同じだった？）」という直前の実施の評価といった、具体的な言語的コミュニケーションが行われ
ている。これは技能の習得に直結した内容であると考えられる。その他、ペア B の技能習得前、ペア A、
ペア B の技能習得後についても同様に分析したところ、基本的に同じ傾向が見られた。 
 
（２）考察のまとめ 
実験から、連鎖交互とびでは技能の習得場面において、技術的内容の言語的コミュニケーションが頻
繁に行われていることがわかった。そのことから、連鎖交互とびでは技能の習得には技術的内容の言語
的コミュニケーションが必要不可欠であるといった、双方が密接に結びついた関係性が示唆された。 
 また、その言語的コミュニケーションは「できない―できない」の関係にある実施者同士でも行われ
ており、技能の習得過程において、真の「教え合い」が実現可能であることも考えられた。 
さらに、この技能とコミュニケーションの関係性や「教え合い」の可能性は、連鎖交互とびの、でき
ない者同士が同時にできる瞬間を迎えるという、「粗形態発生の同時性」に起因しているのではないかと
いうことが考えられた。また、この「粗形態発生の同時性」という特性は他の運動種目にはない連鎖交
互とび特有のものであることも考えられる。 
以上のことから、連鎖交互とびは体育における本来の学習である「技能の習得」と「言語活動」を両
立させた授業を行うことのできる教材として大変有用であるということが明らかになった。 
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